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1
9
0

3
年
に
ス

タ
ー
ト
し

た
世
界
最

高
峰
の
自

転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス

で
あ
る
ツ

ー
ル
・
ド

・
フ
ラ
ン

ス
。
世
界

約
1
9
0

カ
国
に
国

際
中
継
さ

れ
て
お
り
、

22
チ
ー
ム

1
7
6
人

（
2
0
1

8
年
大
会

実
績
）
が
3
3
0
0
㎞
前
後

を
23
日
か
け
て
走
破
す
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
並
び
、

世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
の
呼
び
声
も
高
い
。

さ
い
た
ま
市
は
そ
の
名
を

冠
し
た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
さ
い
た
ま
ク
リ
テ

リ
ウ
ム
」
を
2
0
1
3
年

か
ら
毎
年
秋
に
行
っ
て
お

り
、
今
年
は
11
月
4
日
開

催
。
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
が
持
つ
価
値
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
魅
力
が
日
本
に

い
な
が
ら
体
感
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
だ
。
夏
の
フ
ラ
ン

ス
本
大
会
で
活
躍
し
た
ス

タ
ー
選
手
た
ち
が
再
集
結

し
、
さ
い
た
ま
新
都
心
の

高
層
ビ
ル
街
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
駆
け
抜
け
る
。
ク
リ

テ
リ
ウ
ム
は
、
市
街
地
な

ど
に
距
離
の
短
い
周
回
コ

ー
ス
を
設
定
し
、
そ
れ
を

何
周
も
す
る
形
式
の
レ
ー

ス
。
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
総
合
優
勝
選
手
な
ど

世
界
の
一
流
選
手
が
目
の

前
を
疾
走
す
る
姿
を
何
度

も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゴ
ー
ル
前
の
3
0
0
ｍ
の
直

線
で
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
選

手
た
ち
に
よ
る
白
熱
の
接
戦

が
楽
し
め
る
。

今
年
の
大
会
で
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
予
選

を
開
催
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
選

手
に
も
出
場
機
会
を
設
け
る

こ
と
で
、
観
る
イ
ベ
ン
ト
か

ら
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
へ

と
大
会
の
幅
も
広
が
っ
て
い

る
。世

界
的
ブ
ラ
ン
ド
を
日
本

の
都
市
が
獲
得
し
た
こ
と
の

国
際
的
価
値
は
計
り
知
れ
ず
、

「
さ
い
た
ま
」
と
い
う
都
市

が
世
界
中
に
発
信
さ
れ
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
を

利
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
中
で
実

現
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
約
10
万
人
の
観

客
が
訪
れ
、
前
回
大

会
は
約
30
億
8
8
0

0
万
円
の
経
済
波
及

効
果
、
約
9
億
8
5

0
0
万
円
の
広
告
換

算
値
を
記
録
し
て
い

る
。10

月
1
日
、
福
岡
県
筑
紫

郡
那
珂
川
町
が
単
独
市
制
施

行
し
ま
し
た
。
人
口
は
5
万

2
4
5
人
（
平
成
30
年
8
月

末
）
、
面
積
74
・
95
�
、
議

員
定
数
は
17
人
。
議
長
は
市

制
施
行
前
に
引
き
続
き
、
髙

原
隆
則
氏
が
務
め
ま
す
。
2

・
3
面
に
那
珂
川
市
の
紹
介

記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

那
珂
川
市
の
市
制
施
行
に

伴
い
、
全
国
で
8
1
5
市
区

と
な
り
ま
し
た
。

10月5日
毎月3回5の日に発行
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10月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

力走する選手たち（2017年大会）
【写真提供＝さいたま市】

さいたま新都心の高層ビルを背景にゴールストレートが見渡せる
（2017年大会）【写真提供＝さいたま市】

ⒸⒸYYuuzzuurruu SSUUNNAADDAA

１１／４ ツール・ド・フランス さいたまクリテリウム

スター選手が大集結
白熱のロードレース

ⒸⒸSSaaiittaammaa cciittyy

スポーツ 観光まちづくり

１１００月月１１日日

22・・33面面

なな

かか

がが
わわ

那那
珂珂
川川
市市
がが
誕誕
生生

豪華選手がずらりと並んだメインレースのスタートライン
（2017年大会）【写真提供＝さいたま市】

市章は、市の中央を流れる那珂
川の「ナ」をもりこんで、「緑と
水のまち」をあらわしています

ⒸⒸYYuuzzuurruu SSUUNNAADDAA

（1） 平成30年10月5日 第2062号全国市 議 会 旬 報



那
珂
川
市
議
会
紹
介

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進

む
中
、
町
か
ら
市
へ
移
行
す

る
元
気
な
ま
ち
と
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

議
員
17
人
一
丸
と
な
っ
て
議

会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
市
制
を
前
提
に
、

前
期
か
ら
会
派
制
を
導
入
し
、

現
在
、
5
つ
の
会
派
が
あ
り
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、
議

会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。委

員
会
の
概
要
は
、
「
総

務
文
教
常
任
委
員
会
」
「
経

済
福
祉
常
任
委
員
会
」
の
2

常
任
委
員
会
、
ま
た
、
特
別

委
員
会
と
し
て
、
「
議
会
広

報
特
別
委
員
会
」
「
博
多
南

線
・
長
崎
ル
ー
ト

対
策
特
別
委
員

会
」
「
議
会
史
編

さ
ん
特
別
委
員

会
」
「（
仮
称
）那

珂
川
市
総
合
運
動

公
園
検
討
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

平
成
30
年
4
月

1
日
に
は
、
「
災

害
時
に
お
け
る
議

会
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
及
び
議
会
業
務

継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）」を
策
定
し
ま

し
た
。
「
平
成
30
年
7
月
豪

雨
」
の
際
に
は
、
被
災
箇
所

の
情
報
収
集
等
、
執
行
部
の

災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
災

害
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

那
珂
川
市
紹
介

那
珂
川
市
は
、
福
岡
県
の

西
部
に
あ
っ
て
福
岡
市
の
都

心
部
か
ら
わ
ず
か
13
㎞
の
と

こ
ろ
に
位
置
し
、
北
部
・
西

部
は
福
岡
市
、
東
部
は
春
日

市
、
大
野
城
市
、
筑
紫
野
市
、

南
部
は
佐
賀
県
に
接
し
て
い

ま
す
。
自
然
豊
か
な
南
部
地

域
、
田
園
と
住
宅
が
交
じ
り

合
う
中
部
地
域
、
都
市
化
し

た
北
部
地
域
と
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

前
身
の
那
珂
川
町
は
、
昭

和
31
年
4
月
に
町
村
合
併
促

進
法
に
基
づ
き
南
畑
村
、
岩

戸
村
、
安
徳
村
の
3
村
が
合

併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
発
足

当
時
の
人
口
は
、
8
9
4
8

人
で
し
た
が
、
昭
和
40
年
代

後
半
に
は
、
数
次
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
良
好
な

住
宅
都
市
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
で
、
昭
和
50
年
か
ら
昭
和

60
年
に
か
け
て
国
勢
調
査
人

口
増
加
率
が
3
回
連
続
で
福

岡
県
内
ト
ッ
プ
と
な
る
な
ど
、

大
幅
な
人
口
増
加
が
続
き
ま

し
た
。
更
に
平
成
2
年
の
Ｊ

Ｒ
博
多
南
線
開
業
を
契
機
と

し
て
交
通
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍

的
に
向
上
す
る
な
ど
、
そ
の

後
も
人
口
増
加
が
続
い
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
国
勢
調

査
に
お
い
て
人
口
5
万
人
に

あ
と
一
歩
届
か
ず
悔
し
い
思

い
を
し
た
経
験
か
ら
、
人
口

の
更
な
る
増
加
と
定
住
化
を

推
進
す
る
た
め
人
口
増
加
策

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
27
年
国
勢
調

査
に
お
い
て
悲
願
の
人
口
5

万
人
を
突
破
し
、
福
岡
県
内

で
は
21
年
ぶ
り
の
単
独
市
制

施
行
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援

元
気
な
市

本
市
は
、
「
快
適
さ
」

と
「
癒
し
」
の
2
つ
の
魅

力
を
一
緒
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
で
す
。
都

心
部
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
良
く
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
新
幹
線
の
回
送
車
両

を
利
用
し
た
Ｊ
Ｒ
博
多
南

線
が
あ
り
、
博
多
駅
と
本

市
を
8
分
で
結
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
か
わ
せ
み

バ
ス
」
が
走
り
、
通
勤
・
通

学
、
買
い
物
な
ど
に
と
て
も

便
利
な
「
快
適
さ
」
が
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
市
の
中
心

部
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
南
へ

走
る
と
、
清
ら
か
に
流
れ
る

那
珂
川
、
幾
重
に
も
連
な
る

脊
振
連
山
と
緑
豊
か
な
筑
紫

耶
馬
溪
な
ど
、
四
季
を
感
じ

な
が
ら
美
し
い
景
観
を
望
む

こ
と
が
で
き
、心
と
体
に「
癒

し
」
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
15
歳
未
満
の
年

少
人
口
が
17
・
4
％
で
県
下

3
位
、
平
均
年
齢
も
42
・
1

歳
で
県
下
3
位
で
あ
り
、
働

き
盛
り
や
子
育
て
世
代
が
多

い
元
気
な
市
で
す
。
こ
の
た

め
、
本
市
で
は
、
子
育
て
支

援
を
市
の
重
要
施
策
に
位
置

付
け
、
子
育
て
支
援
拠
点
と

な
る「
ふ
れ
あ
い
こ
ど
も
館
」

の
設
置
や
待
機
児
童
解
消
に

向
け
て
私
立
保
育
園
の
開
園
、

学
童
保
育
所
の
増
改
築
を
計

画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

【
3
面
へ
続
く
】

防災会議による危険個所の確認

「「
快快
適適
ささ
」」とと「「
癒癒
しし
」」のの
まま
ちち

那
珂
川
町
が
市
制
施
行

１１００
月月
１１
日日

平成29年3月26日改選時の集合写真

博多総合車両基地と市北部の風景
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【
2
面
か
ら
続
く
】

更
に
、
市
南
部
の
中
山
間

地
域
に
は
、
福
岡
県
内
最
大

級
の
貯
水
量
と
な
る
五
ケ
山

ダ
ム
が
供
用
開
始
を
控
え
て

お
り
、
周
辺
に
は
観
光
の

拠
点
と
な
る
新
た
な
商
業

施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
も
建

築
中
で
す
。
今
年
度
に
入

り
、
そ
れ
ら
の
周
辺
施
設

を
含
め
た
エ
リ
ア
一
帯
の

愛
称
を
募
集
し
、
多
数
の

応
募
の
中
か
ら
「
五
ケ
山

ク
ロ
ス
」
と
命
名
し
ま
し

た
。
今
後
、「
五
ケ
山
ク
ロ

ス
」は
、新
た
な
ア
ウ
ト
ド

ア
の
拠
点
と
し
て
市
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
で
、

多
く
の
観
光
客
が
全
国
各
地

か
ら
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
本
文
・
写
真
提
供
は
那
珂

川
市
議
会
事
務
局
）

再
検
討
の
視
点
提
示

―
提
案
募
集

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会

議
（
座
長
�
神
野
直
彦
日
本

社
会
事
業
大
学
学
長
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
は
9
月
5

日
、
提
案
募
集
検
討
専
門
部

会
（
部
会
長
�
髙
橋
滋
法
政

大
学
教
授
）
と
合
同
で
第
34

回
会
議
を
開
き
、
重
点
事
項

に
係
る
関
係
省
庁
か
ら
の
第

1
次
回
答
、
専
門
部
会
に
お

け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
状
況
、

主
な
再
検
討
の
視
点
な
ど
に

つ
い
て
議
論
。
6
日
に
関
係

府
省
に
再
検
討
を
要
請
し
た
。

主
な
再
検
討
の
視
点
の
う

ち
、
2
市
以
上
が
提
案
し
た

重
点
事
項
に
つ
い
て
、
概
要

を
表
に
ま
と
め
た（
4
面
掲
）。

本
会
な
ど
三
議
長
会
は
8

月
16
日
、
「
各
府
省
の
第
1

次
回
答
で
は
、
対
応
が
困
難

と
さ
れ
た
提
案
事
項
な
ど
も

あ
る
が
、
各
府
省
が
第
2
次

回
答
を
示
す
際
に
は
、
地
方

の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
改
め

て
検
討
を
行
い
、
そ
の
実
現

を
図
る
」
よ
う
求
め
て
い
る
。

各
会
議
資
料
な
ど
に
つ
い

て
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://www.cao.go.jp

/bunken
-suishin/teianbo

syu/2018/index -h30.htm
l

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
地
震
で

甚
大
被
害

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
で
甚
大
な
被
害
が
出

た
た
め
、
災
害
救
助
法
な
ど

が
適
用
さ
れ
た
。

災
害
救
助
法
を
適
用

多
数
の
住
民
が
生
命
ま
た

は
身
体
に
危
害
を
受
け
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道

は
1
7
9
市
町
村
に
災
害
救

助
法
の
適
用
を
決
定
し
た

（
適
用
日
は
9
月
6
日
）
。

普
通
交
付
税
を
繰
上
げ
交
付

総
務
省
は
9
月
14
日
、
多

大
な
被
害
を
受
け
た
9
市
17

町
に
対
し
、
普
通
交
付
税
の

11
月
定
例
交
付
分
の
一
部
と

な
る
1
4
4
億
1
8
0
0
万

円
の
繰
り
上
げ
交
付
を
決
定

し
、
18
日
に
現
金
交
付
し
た
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
適
用

住
宅
に
多
数
の
被
害
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
札
幌
市
、

北
広
島
市
な
ど
2
市
3
町
に

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が

適
用
さ
れ
た
。
住
宅
が
全
壊

や
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯
等

に
つ
い
て
、
被
害
程
度
に
応

じ
基
礎
支
援
金
等
が
支
給
さ

れ
る（
適
用
日
は
9
月
6
日
）。

議
会
図
書
室
研
修
会

地
方
議
会
図
書
室
等
職
員

研
修
会
が
8
月
30
・
31
日
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
議
会
図
書
室
が
今
で
き

る
こ
と
」
。
次
号
に
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

▼
議
長

▽
郡
上

兼
山
悌
孝（
4
・
11
）

▽
真
岡

中
村
和
彦（
5
・
15
）

▽
彦
根

安
藤

博（
5
・
17
）

▽
岸
和
田

京
西
且
哲（
5
・
18
）

▽
上
越

武
藤
正
信（
5
・
24
）

▽
甲
府

大
塚
義
久（
6
・
15
）

▽
北
本

島
野
和
夫（
6
・
21
）

▽
茂
原

三
橋
弘
明（
6
・
21
）

▽
市
原

保
坂
好
則（
6
・
21
）

▽
徳
島

井
上

武（
6
・
21
）

▽
南
島
原

林
田
久
富（
6
・
22
）

▽
金
沢

清
水
邦
彦（
6
・
25
）

▽
鹿
沼

大
島
久
幸（
6
・
25
）

▽
練
馬

福
沢

剛（
6
・
27
）

▽
富
士
吉
田渡

邊
幸
壽（
6
・
27
）

▼
副
議
長

▽
真
岡

大
瀧
和
弘（
5
・
15
）

▽
彦
根

馬
場
和
子（
5
・
17
）

▽
岸
和
田

松
本
妙
子（
5
・
18
）

▽
上
越

杉
田
勝
典（
5
・
24
）

▽
芦
屋

福
井
美
奈
子（
6
・
8
）

▽
甲
府

長
沼
達
彦（
6
・
15
）

▽
市
原

山
本
茂
雄（
6
・
21
）

▽
熱
海

越
村

修（
6
・
21
）

▽
徳
島

久
次
米
尚
武（
6
・
21
）

▽
飯
能

大
津

力（
6
・
22
）

▽
南
島
原

井
上
末
喜（
6
・
22
）

▽
練
馬西

野
こ
う
い
ち（
6
・
27
）

▽
富
士
吉
田勝

俣
大
紀（
6
・
27
）

▽
行
田

新
井
教
弘（
6
・
27
）

▽
東
広
島

竹
川
秀
明（
6
・
28
）

▽
勝
山

下
道
惠
子（
6
・
29
）

▽
さ
い
た
ま高

野
秀
樹（
6
・
29
）

▽
中
津

恒
賀
愼
太
郎（
6
・
29
）

▼
事
務
局
長

▽
岸
和
田

牟
田
親
也（
4
・
1
）

▽
徳
島

扶
川
康
文（
4
・
1
）

お
知
ら
せ

10
月
15
日
付
け
第
2
0

6
3
号
は
、
2
0
6
4
号

と
の
合
併
号
と
し
、
10
月

25
日
付
け
2
0
6
3
・
4

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

五ケ山ダム・五ケ山クロス
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主な再検討の視点の概要

多くの教育・保育団体から要望があり、教育・保育現場、行政に多大な支障が発生
することを踏まえ、特例措置の期間を延長すべき。

過去に長年の幼児教育経験があり、幼児の預かりに十分な知識・技能を有している
などの幼稚園教諭普通免許状未更新者を人員配置基準の員数に含めるよう緩和すべ
き。小学校教諭、養護教諭免許状所有者は保育士として代替配置できるため、員数
に含めるべき。事業に従事または従事予定でも免許状更新講習が受講可能とすべき。

保育所や認定こども園では、幼稚園教諭を保育士とみなすことが認められており、
児童養護施設でも幼稚園教諭は役割を十分果たせるとの現場の声を踏まえ、人材の
有効活用を認めるべき。

29年閣議決定の対応方針の内容を十分尊重し、個別の要件緩和にとどまらず、地方
公共団体が納得できるような「従うべき基準」の参酌化を検討すべき。

保育所などの利用児童が少ない場合における、自治体の判断での共同保育実施可能
は、必ずしも認識されていないため、通知等で周知・明確化されたい。

地方自治体がそれぞれ条例制定などを行うことは非効率であり、国が一括して対応
すべき。

中堅以上の職員が多い施設では、処遇改善等加算Ⅱの要件一部緩和は必ずしも制度
の活用向上にならない。より柔軟な運用へ見直すべき。加算取得状況等の調査の際
には、活用施設の運用上の問題点や非活用の理由も把握し検討されたい。

入所保留通知書以外の資料でも「保育が実施されないこと」を確認可能ではないか。

農用地利用集積計画・配分計画作成の簡素・迅速化のため、配分計画策定は、知事
認可から市町村単位で完結するよう見直されたい。利用権の存続期間を延長するだ
けの場合、集積・配分計画の撤回・再作成などを不要とすべき。

公の施設以外の施設の管理運営を民間委託する際の判断根拠が不明であるため、包
括的民間委託のような手法について、ガイドラインなどを示すべき。

指定市町村事務受託法人の人材確保が進まない現状を踏まえ、実施状況の調査・分
析の早期実施など速やかに対応されたい。

事業指定申請の一括受理や指導監査事例の提示、回答内容の周知・通知を今年中に
行われたい。

他市町からの軽費老人ホーム入居者が認知症高齢者グループホームを利用する場合、
住宅地特例が適用されず、給付費用増加につながり、保険者間の負担公平が保たれ
ない。同対象施設から同グループホームを経て同対象施設への移転を想定し、上記
の場合に限り、住宅地特例の対象とすることは検討可能ではないか。

小規模多機能型居宅介護に訪問看護を組み合わせると、減額貸し付けの対象外とな
る現行制度は、要介護者に看護と介護を連携させたサービス提供を目指す方向に相
反する仕組みではないか。

マイナンバーによる情報連携について①生活保護不正受給防止のために、申請時に
労災保険給付に関する情報との連携を求めていることを踏まえ、休業補償給付情報
等②指定難病及び小児慢性特定疾病医療費助成制度の事務処理で、高額療養費の所
得区分情報―を対象とすべき。

マイナンバーによる情報連携は、有効期限のない証を除き、最初の発行事務手続き
のものを使用すれば十分であり、再発行時のマイナンバー記入は不要とすべき。

単身世帯であった死亡者の法定代理人が、特別請求を行った際の、マイナンバーが
記載された住民票の除票の写しの取り扱いを各自治体に周知されたい。死亡者のマ
イナンバーが不明でも、相続人が保険金を請求できることを明確化されたい。

保証会社の保証について、公益財団法人日本国際教育支援協会の貸付型奨学金の事
例を踏まえ、保証を利用できる条件を満たす被災者の選択肢を拡充できないか。市町
村が条例で地域の実情に応じた償還方法を定められるよう選べる仕組みとするべき。

廃石膏ボードの破砕処理施設や鉛を含む廃ブラウン管ガラスの溶融処理施設は、産
業廃棄物処理施設の許可対象ではないため、廃掃法第15条の特例にはならないが、
一定の安全適正処理が可能と考えられることから、特例の対象に追加できないか。

すでに電子マネーを導入している自治体もあるので、明確化することで、現在活用
している自治体に支障が出ないよう現状を把握し、対応されたい。

財政健全化比率の算定・報告業務は膨大な時間と労力がかかり、ICT利用で標準・
共同化を積極的に検討されたい。同比率の報告は国が地方に義務付けている業務の
ため、自治体が負担のない形で整備するのは、国の配慮責任ではないか。

提案名

幼保連携型認定こども園の保
育教諭の経過措置規定に関す
る見直し

一時預かり事業（幼稚園型）の
人員配置基準の緩和及び幼稚
園免許更新対象者の拡大

児童養護施設に配置すべき職
員の数に幼稚園教諭を含める
ことができるよう見直し

放課後児童クラブに係る「従
うべき基準」等の見直し

共同保育の実施可能日の拡大

療育手帳の交付決定権限の都
道府県から児童相談所を設置
している中核市への移譲

子ども・子育て支援新制度に
おける保育士等の処遇改善に
係る制約の見直し

育児休業等の期間延長に係る
手続の見直し

農地中間管理事業に係る制度
の見直し

指定管理者制度の対象施設の
見直し

介護認定に係る調査事務を委
託する際の職員の資格要件の
見直し

介護予防・日常生活支援総合
事業の事業所指定方法の見直
し

介護保険における施設移転に
係る住所地特例の見直し

介護老人保健施設等に係る未
利用国有地の貸付の対象施設
の見直し

マイナンバーによる情報連携
の項目追加等について

再発行事務におけるマイナン
バー記入の廃止

マイナンバー利用と個人情報
保護の両立

災害援護資金の貸付制度の見
直し

産業廃棄物処理施設の設置者
における特例の対象となる一
般廃棄物及び処理施設の拡大

電子マネーを利用した公金の
収納を可能とする見直し

財政健全化法に基づく健全化
判断比率の算定・報告の一元
化

提案団体

豊中市
館山市

南房総市
水戸市

堺市
神戸市

うるま市
豊田市ほか

大阪市
神戸市

堺市
明石市

浜松市
沼津市
三島市ほか

大阪市
箕面市ほか

男鹿市
鹿角市
仙北市ほか

浜松市
裾野市

所沢市
那覇市

今治市
西条市
西予市ほか

堺市
神戸市

京都市
神戸市

広島市
相模原市

各務原市
今治市

豊田市
郡山市

八戸市
三沢市
熊本市

熊本市
袋井市

日立市
土浦市ほか

京都市
福知山市
堺市ほか

番号

1

2

3

4

8

9

10

12

13

17

21

22

24

25

28

29

30

33

34

36

51

※番号は重点事項の番号、内閣府ホームページの再検討要請（9月6日公表）を基に本紙が表を作成

表 2市以上が提案し、重点事項となったものの主な再検討の視点
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